
南

紀

湯

崎

温

泉

カ
ナ

･
E
､
所
在
.
油
箪
'
交
通

こ
'
地
形
'
地
筑

芸
､
絶
息
(早
)
鉛

シ
ラ

IIr
池
魚
へ
(乙
)負

.4

桁
汎
泉
､
附
班
免
井

田
､
附
近
岩
船
の
裂
坤

節
理

五
､
汎
艶
文

は
輯
熊
井
の
配
列

欠
､
釦
両
焼
山

七
､
粗

炭
肺

凡
､
洗
脱

九
'
洞
山
魚

す
､
鰭
論

問

所

在

'
沿

革

'
交

通

湯
臓
温
泉
は
和
歌
山
蟻
四
牟
萎
郡
瀬
戸
鉛
山
村
鎗
山

の
薄
演
に
あ
ゎ
'
揚
崎
は
南
紀
の
海
岸
に
斗
出
せ
る
小

平
島
で
.
究
北
方
田
連
湾
を
隔
て
田
逸
町
に
射
し
.
西

南
塩
に
阿
波
土
佐
の
群
轡
を
宴
個
漂
砂
の
間
に
望
み
､

東
方

]
箱
p
透
通
と
し
て
起
伏
せ
る
丘
陵
は
､
逮
-
熊

野
の
峰
轡
に
接
し
､
眺
望
雄
株
'
戴
候
畷
和
'
人
情
亦

浄
朴
で
'
虞
傍
に
快
暢
な
鮮
麗
浴
地
で
あ
る
.

肌
倍
賞

此
温
泉
は
上
音
か
ら
T
紀
の
温
泉
｣

叉
は
｢
牟

畢
温
泉
｣

と
し
て
p
近
畿
地
方
に
著
名
LJ
も
の

で
p
賓

靖
紺
浜
崎
池
魚

成

葦

免 租 噌 漁

明

'
天
智

､
挿
就

､

文

武
四
帝

の
行
串

あ
っ
た
こ
と
､
日

本
苔
紀
及
び
績
紀

に
見
え
て
居
る
｡

今
餌
行
在
所
比
に

は
御
串
の
芝
の
名

が
穫
-
'
叉
御
船

島
と
い
ふ
島
も
あ

る

○就
園
南
海
は
助

崎
､七
濃
を
選
び
'

其
彼
津
田
脊
巌
は

東
に
五
最
を
加

へ

三
富



地

銀

た

ほ
ど

で

p
附

近

に
形

勝

の
地

が
多

-

p

逓
増
に
倦
か

な

い
O

旅

館

の

設
備

は
質

朴

'
平

民

的

p

待
遇
は
家
庭

的

で
親
切

で
あ

る
0

弟
五
啓

発
五
紙

欝
〇

三
四

交
通

陸
路
は
和
歌
山
市
よ

ゎ
汽革
に
て
箕

島
に至

も
P
(約

1時
間等
)
英
よ
り
自

動
車
に
て
縛
岸

の勝濃

を
眺

め

つゝ

'賂
津
へ
御
坊
智

経
て田
竣
町
に

至
JiP

(
約
四
時

閏年
)

我

執
汽

船
で胴

不
知
に

獲
り
(

約
三
十

分
)是

か
ら
堪

遣酌十

和
で
開

展
地に

達
す
る
○

水
路

は大阪

天
保
山

'並に

折
和
歌

浦海岸

か
ら
篠

目二回

的
速
に

向ひ'

大
阪
商

船食牡

と
橋
場

汽鼎合

丑
と
の

汽櫓の

航
通
が

あ-､

急
航
汽

船は大



阪
よ
れ
凹
連
絡
ま
で
六
時
間
竿
'
新
和
歌
油
か
ら
L
bら

ば
四
時
間
竿
'
巡
航
汽
船
は
大
阪
よ
む
十
時
間
'
和
歌

珊
よ
h
八
時
間
を
袈
す
る
.

陸
路
の
交
通
は
山
城
多
-
多
少
不
仲
で
あ
る
が
'

1

両
年
後
に
は
混
紡

の改
修
完
了
す

べ
-
'
叉
数
年
後
に

は
'
田
連
ま
で
沖
岸
域
追
開
通
す
る
汲
定
で
あ
る
｡
水

路
は
大
陀
商
鮒
や
融
が
今
年
中
に

1
五
〇
〇
頃
の
快
走

新
船
を
比
の
航
路
に
向
け
る
祭
で
あ
る

か
ら
'
水
路
共

･
に
交
通
の
利
蚊
は
'
年
を
泊
ふ
て
両
日
を
改
ひ
る
で
あ

ら
う
r)

〓
地
形
'
地
質

(
イ

ナウ
ゲン

畝
的
竿
出
は
'
南
方
乎

草

原

(標
高

一
三

∵

○
米
)

か
ら
'
次
弟
に
北
方
に
低
下
せ
る
丘
陵
地
で
'
束
に
は

n
M
払
'
嘩
仏
等
の
毅
多
の
小
払
供
が
綱
ポ

知
河
内
に
基

布
L
t
平
出
の
西
北
鵬
市
匠
ケ
帖
の
附
近
に
は
暗
礁
が

断
る
多
い
O

地
質
は
邦
三
紀
新
府
t
C
色
久
は
褐
灰
色
砂
岩
'
灰

色
久
は
朗
色
的
岩
の
紫
僻
と
肘
稜
岩
よ
-
成
-
'
胤
政

岩
は
番
匠
ケ
帖
､高

島
､
四
傑
出
及
び
酪
ノ
帖
附
近
に
霧

甫
艇
湊
噂
温
泉

算
五
審

第
五
城

目し
て
居
る

｡
発
向
は
竿
:3
の

押
南
部
で

は
北
四
十
腔

昭
戸

崎
の
守

防

乃
t.F
.六
十

圧
西
で
､

北
東
に
綻

射
し
'
中

部
及
び
東

北
部
で
は

北
東
乃
至

末

々

北

で
､
北
西

方
に
六
度

乃
至
二
十

度
傾
い
て

ゐ
る
0

年
払
拘

地
形
は

自

ラ良
･38
の
南

か
ら
賂
…

東
西
に
引

い
た

一線



一m
門
H

mM

:
噂
義

い
丘

･艶
藷
y
J鰻

･鼻
馨
t
だ
義

･
せ
､
慶
触

慶
は
亀
`

.
雷
■

篇
'
響

脅
し
た

.m
H
門
出

I

Jl着
な

い
､

菅

井

苦

に

蔓

な

麟
欝

尊

い
が
､
暮

換
鱗
豊

て
鼻
簸
専



篇

'

貫
倉
の
瓦
層
之
に
次
ぎ
'
爾
砂
岩
の
離
層
と
薄
Jb

義

砂

か

責
告
の
素

居
が
下
林

を
占
め
て

居
る
'
宇

島
の
北
轟

は
こ
の
上

瀬
層
で
'

甫
ホ
は
ま

に
下
林
層

で
あ
る
0

徒
禾
温

泉
滞
出
の

箕
祝
並
に

耽
錐
の
総

典
に
上
れ

ば
'
泉
藩

の
冴
雀
は

上
畿
層
で

は

k
Tt
､
.L･

下
書
響
砕
着
の
犀
膚
及
び
雷
薯
が
義
下
集
濃
水
の
集

浸
蝕
せ
ら
れ
た
Ⅶ
床
に
在
る
も
の
1
息
は
る
･<
'
銘

温
泉
を
耽
錬
す
る
に
雷
て
は
ぜ
で

あ

饗
砂
蒼

を

q 革て芦ごヽ.∋
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Em

EH
円

Hu

拘
る
儀
に
は
善

化
膿
'
鐘
等

汁

◆■LJ重

職
.A

‥
:!･酌

棚
指

書

い
事
等

1.

]_

烏
㈹

翰
血
量
蔦

青
木
船
山
に
は

の
蕩
'
屋
形
の
蕩

痛
来
港
'
求
の

莞
r

鮎
K

素
線
の

あ
る
0
度
等
は

b
各
が
-.

ゐ
l
y
,
書
目



穐
績

十
三
年
其
屋
敷
内
に
武
錐
に
よ
り
'
不
惑
閥
歌
温
泉
を

得
た
'
其
他
日
良
拭
白
紙
館
内
に
は
銀
砂
串
が
あ
り
'

海
岸
に
は
不
老
温
泉
'
岩
間
′
助
､
茸
金
′
蕗
が
あ
る
O

モ
リ

･阿
大

正
十
四
年
取
帖

文

児

土
地
株
式
合
政
が
字
路
ノ

谷
に
試
錐
し
'iJ
柑
仁
政
崎
問
欲
軒
騰
泉
､
あ
ノ
谷
温
泉

が
ゐ
-
t
的
年
試
錐
に
よ
-
て
得
た
淡
路
尿
路
'
川
口

屋
汲
'
酒
井
屋
湯
が
あ
る
L?
足
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
'
温

泉
就
錐
熱
が
勃
興
L
t
日
下
食
赦
若
-
は
個
人
で
'
試

錐
中
の
も
の
が
数
個
虞
あ
る
､)

崎
ノ
藩

走
は
常
洞
泉
で
'
虫
も
古
い
原
始
的
の
-｡B

で
'
払

ノ
暗
流
に
准
-
'
浴
相
は
天
然
の
砂
岩
で
'
炎

淀
蝕
せ
ら
れ
た
川
底
に
'
渦
糸
が
淡
々
と
頂
き
〓
て
放

る
っ
上
古
'
天
日
半
が
入
浴
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
は
此
段
で

あ
る
土

呂
ひ
侍
へ
て
居
る
.
行
在
所
祉
御
幸
の
芝
に
'

直
ぐ
其
上
の
峯
地
に
凍

る
.
泉
淋
渦
度
は
互

二
･C
)皮

(琉
氏
)
で
~
一
時
間
湧
出
畳
は
五
･七
四
二
'G
.
脱
兎
比

黍

l
･
〇
〇
四
二

1
(硫
氏
二
二
度
の
と
き
)､
1
リ
ッ
ト

ル
中
固
形
分
甲

三
〇
五
'
成
分
､
硫
酸
カ
リ
ウ
ム
O
.

〇
〇
九
六
三
'
ク
ロ
ー
ル
カ
リ
ウ
ム
微
少
'
ク
B
I
ル

ナ
ト
ブ
タ
ム

l
･七
九
七
八
〇
'

五
泉
敢
ナ
ト
リ
ク

ム

第
五最

中
玉
城

ヨ

Tq
<

三
･六
二七
八
五
'
東
炭
酸

カル
シ

ク
ム

〇
二

〇
九
五

噂

の

換

T
t
五
泉

酸
†
〆
ネ

シ
サ
ム
〇

･
C
六
三

三

'-'
蓉

土

へ少
量

の
銭
を
企

む
)
〇･〇

〇
二

八〇

椛
酸

〇
･

〇
九
六
〇

五
'
束
敢

絶
島
二
･

四
五
〇
'

遊
離
及
竿

抱
合
穀
酸

7
･
五
六

〇
〇



尾
形
ノ
独
和

崎
の
海
の
東
約
二
町
､
海
岸
に
あ
-
､

泉
源
脱
皮

四
三
｡〇
度

(硫
氏
)ー

山
時
間
所
出
最
平
均

四
･八
九
五
六
石
:浴
槽
木
造
長
方
形
男
女
各

1
個
'
登

宋
最
二
九
石
飴
､
比
重
二

･〇
〇
四

二
二
(研
氏
二
二

度
の
と
き
〓

立
中
固
形
分
四
･
〇
八
五
'
成
分
'
崎
ノ

毅
に
大
同
｡

油
気
湯

海
岸
に
在
り
p
浴
槽
は
長
方
形
で
'

1
速

は
岩
盤
に
碇
接
し
て
屠
る
'
泉
源
温
度
四
九
｡五
段
(疏

氏
)二

時
間
湧
州
最
平
均

二
〇
八
九
五
石
､浴
槽
繁
盛

七
エ
ハ
石
'
比
重

∵
〇
〇
四
六
五

(翫
氏
二
二
度
の
と

き

)

.
1
立
中
固
形
分
四
･六
三
〇
､
成
分
､硫
酸
カ
リ
ウ

ム
〇

･〇
l
七
三
六
､
ク
ロ
ー

ル
カ
リ
ウ
ム
少
､
ク

p-

〝
ナ
ト
リ
ウ
ム
∵
九
八
五
〇
三
ー
認
衆
陵
ナ
ト
リ
ク
ム

四
｡
〇
四
八

二

'
認
衆
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
〇
･
〇
九
九
〇

六
ー
韮
炭
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
O
｡〇
二
二
九
四
ー聾
土
(少

量
の
班
を
倉
む
)
○
｡C
〇
二
D
O
､
穐
酸
〇
二

〇
六

〇
韮
~衆
醒
線
量
二
･六
七
〇
.遊
離
及
竿
抱
合
炎
健

1
･

八
五
〇
｡

濃
プ
湯

鎗
山
部
落
中
央
部
海
岸
に
あ
ら
P
浴
槽
男

*
'各

一
あ
り
燕
方
形
､
亜
群
貴
二
九
･五
玉
石
ー鬼
鯨
油

南
紀
汝
崎
汎
最

壁
四
九
･
〇
度
(構
成
)､

]
時
間
湧
出
亀
平
均

二
四
七

八
着
(大
正
十
四
年

1
月
調
査
)比
翼
成
分
等
は

抽
気
蕗

に
近
い
｡

売
渡

潰
ノ
弘
の
四
に
奄
-
､
浴
槽
は
､
木
造
長
方

形
で

1.過
は
岩
牧
に
拷
し
て
屠
る
O
界
畳
九
･八
八
石
ー

泉
源
温
度
四
九
･〇
既

(研
氏
)I

l
時
間
湧
粥
最
平
均

二

〇
二
九
六
石
p
比
重
､成
分
等
は
他
の
蕗
と
賂
～
同

機
で
あ
る
｡

頒
プ
鴻

舞
山
の
懲
靴
か
ら
挽
泉
が
湧
き
出
た
も
の

で
'
間
歩

の
勘
と
も
呼
ぶ
､
潰
の
湯
の
寛
の
揮
岸
基
地

の
端
に
壷

る
O
浴
槽
は
男
女
各

1
槽
'
何
れ
も
木
造
長

方
形
で
､
金
界
畠
は
三
四
･石
p
鬼
況
温
毘
四
九
･〇
度

(柄
氏
)'

.1
時
間
の
湧
別
洗

脱
平
均
三
･七
九
九
石
'
比
重

二
〇
〇
四
五
五
.
(折
氏
二
二
度
の
と
き
〓

文
中
固
形

分
四
･六
二
〇
､
成
分
は
他
の
歯
と
大
差
な
い
O

葦
漁

挿
衆
路
の
関
浄
岸
に
春
Jl
､
飲
用
乳
は
使
用

料
で
.浴
用
に
は
供
し
て
屠
ら
ぬ
O
泉
独
温
度
四
五
｡〇

皮
(柄
氏
)二

時
間
の
湧
出
慶
平
均

㌻

二

六
石
で
あ

る
○謁

毘

♂
溶

菌
屈
の

彼
鮭
に
あ
る
､:･
況

鬼
溺

出
口
の

節
五
各

界
五
郎

富

鉱

I)l

か



*

_

艦
上
に
在
撃

二
･Z
l尺
'
疾
さ
約
十
二
尺
の
t
簡
喝

タ

ン
ク
｣
を
据
え
上
方
よ
b
在
篠
約
三
寸
'
長
さ
十
四
尺

の
餓
管
を
挿
入
L
tL

河
口
の
直
上
に
蓮
せ
し
め
'
更

に
直
径
約
二
寸
'
長
さ
十

一
尺
の
鉛
管
を
甘
促
の
蝶
管

驚
喜
1
.

暮
重
義

鼻

上
げ
'
爾
葺

の
内
線
に
逸
っ
て
居
d
｡

串
量
は
釣
<
･七

]
石
t
t
u
の
引
鎗
義
釣
f

三
玉
石
で
ゐ
与
｡
大
正
十
四
年

i
月
'
二
回
{
童
の
鱒

果
左
紀
の
事
鷺
を
謄
め
た
'
勘
も
頬
出
量
が
｢
メ
y
少
J

II-i
,,..ーLt_rl..r,.､二L.I

瀧dtの且乳輪¶虚不 遇内慮村有

内
の
鎗
量
の
多
い
時
と
少
Ll
い
噂
と
､

毒

義
蓮
鴨
中
と
休
止
時
と
で
大
に
鼻

-
､
｢
〆
y
ク
.丙
の
洛
南
も
地
表
か
ら

の
尊
さ
入
尺
の
と
hbは
'
毒

機
の
引

普
雷
]
樽
阿
八

･
七

]
累
ア
ー積
出
義
と

細
平
衡
L
t
戟
時
仰
蓮
鴨
を
糧
徽
し
て

も
､
｢
〆
y
ク
｣
内
の
宙
の
量
は
織
ら
ぬ

が
'
英
よ
-
以
上
'
温
泉
の
清
色
霊
は

水
盤
の
清
め
に
漸
漬
し
'
天
銀
の
債
出

貴
は
]
時
榊
平
均
]
･六
七
九
]一着
静

A
と
湾
る
棟
で
..
こ
の
場
食
に
t
嶋
義

で
引
漁
す
れ
ば
'
温
泉
の
帝
出
を
隻
遷

す
る
と
と
な
し

井
が
清
め
に
祷
出
す

内
に
挿
入
L
t
是
を
竿
馬
力
の
電
動
横
に
擁
療
し
て
'

宙
を
引
上
げ
る
生
食
で
'
七
日
午
前
五
時
か
ら
乍
境
十

]
締
辛
ま
で
･約
十
八
時
断
乎
之
を
蓬
樽
し
て
d
Bを
引
き

る
貴
は
1
時
間
平
均
約
七
･〇
三
石
と
璃
る
.

長
瀬
温
度
四
五
･五
度
(畿
氏
)､牝
鷺
二

･〇
〇
四
六

三
'
】
立
中
旬
載
券
四
･六
lJ宝
~虞
舟
は
義
も
撫
′
義
･



に
乾
い
0

不
惑
聞
取
洩
泉

大
正
十
三
年
散
開
有
田
屋
が
､
其

敷
地
内
に
試
錐
を
施
こ
し
､
苦
心
努
力
の
結
氷
､
深
さ

二
六
七
｡七
尺
に
て
得
た
塩
魚
で
､凝
温
六
六
･五
度
(檎

氏
)三
麗

分
乃
頚
五

一
分
時
を
隔
て
p

二
ハ
分
乃
至
二

四
分
間
､
約
三
石
の
桃
川胞
切な
､
餓
管

の
口
よ
り
約
二
尺

の
高
さ
に
瞭
き
上
る
間
歓
温
泉
で
あ

る､
大
正
十
四
年

3
月
七
日
､
噴
出
の
茸
況
を
調
査
し
た
結
果
は
次
の
通

で
あ
る
0

休

止

時

間

城

出

時

刻

胎

盛

間

巾 止

岱

3

回

牛
前
九
時
三
〇
分

峨
柵
よ
り
八
分

_徽
軌
よ
り
六
分
三
〇
秒

桁

施

叔

大

約

娩

休

止

湧

出

畳

水

洩
(桃
式
)
i 中
和
九
時
栗

骨

三
･
.L
凹

六
六
｡式

頚

二

回

五
一
分
t
O
砂

午
前
-
〇
時
些
二
分

峨
初
よ

り
六
分

概
観
よ
り
三
分

稲
山

より
二
分
後

四
分
五
〇
秒

一
〇
分
三
〇
秒
後

将
川
よ
り
一
一
分
t
〇
秒

軸
よ
り
二
〇
分
1
0
秒

二
｡八
四

仝

沸

三

回

些
二
分

午
前一山時
四
六
分

六
分
三
〇
秒
後

九
分
一
五
秒
後

山
7
分
三
〇
砂

山
何
分
三
〇
秒

一
九
分
間

二
･九
五

仝

第

四

回

四
七
分

牛
後
〇
時
五
二
分

六
分
後

]
〇
分
山
六
秒
後

四
分
川
五
秒
間

午
後

l
時

一
七
分

3
分
三
〇
秒
後

三
分
間
後

七
分
三
〇
秒
後

廿

∵

端

JJ
.
-i

二
･九
五

仝

錯

五

回

四
四
分

牛
後
二
時
〇
分

五
分

一
〇
柵
後

一
〇
分
凹
つ抄
後

日
介
】
C
秒
間

初
よ
り

】何
升
五
C
秒
間
抜

一
七

分

級

二
〇
分
二
〇
秒
後

二
三
分
三
〇
枇
後

二
五
分
二
〇
秒

三
･〇
八

仝

罪

六

回

四
五
分

牛
後
三
時
】
〇
分

五
分
間
後

一
〇
分
二
〇
秒
後

1
四
分
三
C
秒
後

〓
ハ分
三
〇
秒

二
･

八〇
仝

大
正
十
五
年

一月

十

1
日
定
に
調

査
し
た
が
'
泉

温

並
に
噴
出
の
状
況
に
著
し
い
異
塵
,{q･.<認
め
無
か
つ
た
U

モ
-

湯
晴
間
歌
温
泉

大
正
十
四
年
十

一
月
湯
崎

文

里

土

地
株
式
骨
政
敵
が
宰
散
ノ
谷
小
字
木
劉
域
に
試
錐
L
P

快
さ

?
七
光
尺
二
寸
に
で
得
た
浪
泉
で
'
泉
況
温
七
三

両
純
鉄
鳩
派
免

贋
(翫
氏
)
､約
三
分
間
を
隔
て
､
二
分
間

許
野
路
し
､

7

時
間
約

1
人
石
の
務
を
出
す
問
歌
蛤
騰
鬼
で
あ
る
｡
其

謄
助
は
不
惑
温
泉
よ
り
も

一
層
壮
観
で
あ
る
0

湯
ノ
谷
温
泉

大
正
十
四
年
四
月
前
記
合
歓
が
字
助

ノ
谷
の
水
田
中
に
試
飲
L
T
淡
さ

1
兼
六
尺
六
寸
で
得

罪
五
啓

発
五
郎

四
川
七

四

M



地

境

陀
も
の
で
､
泉
源
温
度
六
〇
度
(精
氏
)p
一
時

間

の
湧

出
最
約
四
石
で
Lの
る
〔-

鐸
ノ
湯
東
方
訳
雄
弁

大
正
十
四
年
六
月
前
記
食
敵

が
錬
ノ
湯
東
方
約
七
十
間
の
撰
統
御
に
試
飲
し
.
深
さ

三
〇
九
尺
で
.底
水
温
五
八
度
(硫
氏
)
の
湯
智
行
化
が
､

地
裁
ま
で
湧
出
す
る
間
に
､低
温
の
水
と
現
せ
る
番
め
'

地
表
に
て
は
水
温
三
九
度
に
降
ら
､
浴
用
に
通
せ
ぬ
｡

著
し
水
の
混
入
を
防
止
し
得
た
L･4
ら
ば
'
泉
張
を
若
干

高
め
得
る
で
あ
ら
う
｡

僻
大
正
十
四
年
中
漆
の
路
の
附
舷
で
､
拭
錐
を
行
ひ
.

淡
路
厨
は
深
さ
約

二

liO
尺
で
､
鬼
温
五
二
度
(折
氏
)

1
時
間
の
湧
出
畳
約
二
着
の
温
泉
を
得
'
川
口
屋
は
深

さ

]
八
〇
尺
で
p
泉
温
約
五
〇
度
(硫
氏
)､

一
時
間
湧

出
最
約
三
石
の
温
泉
を
得
'
柄
井
犀
は
其
南
方
で
､
深

さ
約
三
〇
〇
尺
掘
進
し
､
泉
温
四
七
度
の
温
泉
を
得
た

と
い
ふ
事
で
あ
る
0

葛
崎
文
里
土
地
株
式
食
乱
は
p
大
正
十
四
年
十

1
月

よ
-
字
湯
ノ
谷
小
字
水
通
し
の
水
田
中
に
試
錐
を
初
め

十
五
年
一
月
十
t
▲膏
ー
深
さ
1
六

一
尺
で
~泉
蔽
五
八
度

の
軒
数
を
得
'
大
に
賓
び
椅
掘
進
中
の
模
様
で
あ
る
0

第
五
轡

邸
五
紙

四
四
八

四
芸

風

由
露
濃
温
泉

附
鋸
泉
輿

銀
砂
溶

日
比
横
の
自
潰
館
内
の
浴
槽

へ
附
近
の
海

底
か
ら
引
い
て
屠
る
温
泉
で
p
大
洗
十

1
年
二
月
､
自

良
潰
土
地
株
式
合
赴
が
.
汲
て
海
底
か
ら
温
泉
の
湧
き

出
て
層
化
塵
を
､
深
さ
二
五
尺
堀
装
し
て
､
岩

盤
に
達

し
p
口
授
三
寸
の
瑚
管
を
挿
入
し
､
二
馬
力
の
電
動
機

で
引
上
げ
て
琴
を
｢
タ
ン
ク
｣
に
導
き
'
之
か

浴
槽
に
透

っ
て
居
る
0
泉
弧
は
湧
出
i;
で
六
二
度
(桁
氏
)､｢
タ
ン

ク
｣
内
で
五

一
度
'
放
館
内
導
管
口
で
四
九
度
'

1
時

間
の
湧
出
量
は
約
四
石
で
あ
る
っ
掘
異
常
時
も
大
舵
十

四
年

一
月
調
査
の
時
も
､
水
温
並
に
務
榊
畳
に
異
動
は

筏
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
｡
若
し
多
最
の
蕗
を
要
す
る
場

合
に
P

一
時
聞
入
石
の
引
夢
智
行
ふ
呼
は
､
泉
温
低
下

し
.
多
少
触
味
を
加

へ
来
る
を
常
と
す
る
と
い
ふ
J
是

恐
-
は
岩
基

の裂
糠
か
ら
海
水
が
引
込
ま
れ
て
混
入
す

る
馬
め
で
あ

ら
-
｡

障
底
の
状
況
は
掘
欝
の
常
時
､
深
さ
九
尺
で
輝
き
砂

岩
に
合
し
ー
厚
さ
二
尺
内
外
の
砂
岩
数
厨
あ
り
､
厚
rJ

九
尺
七
寸
の
砂
厨
を
紅
で
梗
き
岩
投

(硬
砂
岩
?
)
に

逢
し
た
0
此
岩
地
肌を
踊
る
革
四
尺
で
､
こ
の
底
ま
で
戟



管
を
挿
入
し
た
と
い
ふ
軍
で
あ
る
O

桐
自
良
盛
土
他
社
物
株
式
食
融
が
p
大

正
九
年
以
東

試
錐
を
施
行
し
て
得
た
温
泉
及
び
鋸
泉
は
tA
次
の
乗
の

過
-
で
あ
る
0

0
日
良
演
土
地
建
物
株
式
食
敢
試
錐
温
泉
衷

(火
正
十
四
甲
山月
十
二
口
調
蜜
)

十 九 八 七 軍 帽 撮

i=
綿
.I,.･:

瑞

穂

沸

不

老

潤
泉

岩

間
ノ
沸

苅
金
ノ
城
川

苅
愈
ノ
軸
物
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m
:I:･rL

:蒜
･()

暇
水
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咋

(j
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叩

九
･rJ
望
･0

宍
占
四
九
･0

]
時
間

渦
は
温
石T
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E
･CrJ
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三
･CU

亨
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十 九 八 七 六 五 川三

三
仙
川

邸

非

戸
.

滑

苗

院

背

井

戸

常
貰
続
新
井
戸

鋼

不

知

非

声

甜

‥ぷ

井

戸

清

水

井

戸

田

中

井

戸

RIl

井

戸

五
二
二

六
･
二

八
･二

一
〇
｡四
六
･四

1
〇
･八

二
二
∴

1
八
｡
二

]
]･七
1.Lg.･.i1二二]

二
二
ユ
ニ

一
二
･
二

三

｡α

〓
ハ
二

一
七
･
11
僻
演
に
あ
=
髄

分
多
し

備
考

生
絹
ノ
湯
の
濁
出
量
は
､

大
浦
九
年
就
錐
暫

時

7
時
間
二
五

着
あ
ら
た
り
'瑞
穂
ノ
湯
の
湧
出
畠
は

大
正
九
年
試
錐
常
時

一
時
間
二
三
･〇
着
あ
･Jl
た
ゎ
O

O
白
艮
潰
土
地
縫
物
株
式
倉
赴
試
鋒
媒
泉
罪
衣

(火
正
十
川
jF
山
月
十
]
口
調
費
)

二 布
~ 脱

浴
fTf.tllL･.J!.

;;･II-::rl…
局

非 非 梢
r'ri

紗t凪
心登le
よ

り

粋
仮

搾
TJ(尺
)

ー
〇
･五
五
･八

井
底
水
温

(い
J㌔
)

一
二
･
八

二

｡
七

捕

賀

将
的
換
崎
池
魚

閤

附
近
着
盤
の
裂
醇
節
理
J

カ
ナ

洞
戸

鉛

山

村
温
泉
所
在
地
附
鑑
に
於
け
る
岩
盤
の
裂

健
節
理
が
'
温
泉
の
分
布
に
壌
按
の
関
係
あ
る
事
は
'

之
を
想
像
す
る
に
錐
-
な
い
O
兜
づ
大
字

鉛
山
麓
館
須

原
層
の
因
海
岸
に
罪
出
せ
る
秘
砂
岩

の
裂
醇
は
'
北
七

〇
度
西
に
走
り
P
覇

へ
五
〇
度
傾
き

'
鈴
崎
新
教
の
祉

な
る
白
色
砂
岩
の
梨
睦
も
亦
北
七
〇
度
何
に
適
っ
て
屠

る
｡
其
西
方
臓
ノ
歯
､
女
浴
槽
用
園
の
硬
砂
岩
裂
糠
は

北
六
〇
度
酉
に
盛
り
'
北
へ
七
〇
度
傾
き
､
崎
ノ
湯
南

方
硬
砂
岩
の
裂
碑
は
､
失
張
北
六
〇
度
準
じ
'
北
東
へ

五
度
傾
き
'
其
束
甫
準
拝
に
層
出
せ
る
砂
岩

へ俗
轡

大

府
署
)
の
梨
醇
は
北
三
〇
度
東
に
兼
-

T
シ
ブ

n
J
岡

原
五
怨

滞
五
紙

諾

九

望

晶



也

に
放
け
る
白
色
砂
岩
の
裂
餅
は
北
川
五
炭
末
に
走

11

'

北
西

へ
五
七
度
傾
い
て
屠
る
O
乳
業
湯
の
北
海
韓

に
於

る
固
魂
嚢
粕
砂
岩
の
梨
碑
は
北
八
〇
度
西
で
北
へ
二
五

度
傾
き
'
久
米
田
で
北
に
二
五
度
傾
い
た
節

理

も

あ

る

0番
ノ
葛
の
兼
に
接
せ
る
海
岸
で
.
頗
-
渚
に
躍
ほ
れ

て
居
る
微
砂
碧
の
節
理
は
北
七
〇
度
酉
で
､
殆
ん
ど
直

立
し
､
甚
だ
距
著
で
あ
る
.
蒔
腰
湯
湧
出
併
硬
砂
岩
の

裂
碑
も
'
亦
北
七

〇
度
西
で
､
南
西

へ
五
〇
度
傾
い
て

居
る
rJ
以
上
の
革
質
を
綜
合
す
れ
ば
ー
錬

ノ
紛
以
西
に

於
て
は
.
岩
礁
裂
碑
の
認
な
る
方
向
は
北
六
〇
度
四
か

ら
北
八
〇
度
西
の
間
に
あ
り
て
'
就
中
顕
著
な
の
は
北

七
〇
度
西
の
方
向
で
'
其
傾
斜
は
､
北
或
は
覇
に
二
五

度
乃
至
五
〇
度
が
多
-
'
潰
ノ
没
の
東
に
於
る
棟
に
.

鷹
に
よ
わ
で
は
直
立
の
も
の
を
見
要
る
'
湯
崎
の
西
端

夫
婦
岩
附
鑑
で
は
'
別
に
北
三
〇
度
東
の
節
理
も
認
め

ら
る
ゝ
○

要
す

る
に
此
温
泉
地
の
岩
盤
の
梨
鮮
方
向
の
主
要
な

も
の
は
下
北
七
〇
乃
至
八
〇
度
酉
で
'
其
他
に
足
と
直

交
す
る
北
二
〇
度
叉
は
三
〇
度
東
の
-
の
-
あ
る
｡
是

第
五
辱

罪
正
統

記

O

四
四

等
の
.署
鑑
の
裂
醇
に
泊
ふ
て
､

混
晶
が
湧
き
易
い
琵
で

あ
っ
て
'
従
来
温
泉
~東
泉
ー
叉
は
瓦
斯
の
出
づ
る
地
鮎

を
細
大
漏
さ
す
踏
査
し
､地
樹
上
に
記
入
し
て
見
れ
ば
.

見
事
に
こ
の
裂
醇
線
上
に
並
ん
で
居
る
Q
加
之
大
正
九

年
以
来
倉
敢
着
-
は
個
人
が
温
泉
を
得
る
目
的
で
駅
推

し
た
箇
所
を
検
味
す
る
に
P
成
功
し
た
も
の
は
'
何
れ

も
こ
の
製
醇
線
上
に
壷
る
｡

元
来
鎗
山
の
海
岸
が
､
此
岩
鑑
の
ま
な
る
裂
醇
の
方

向
に
出
家
で
層
で
'
温
泉
は
賂
rq
甚
海
岸
に
約
ふ
て
分

布
し
て
居
る
と
云
ふ
て
よ
い
｡
自
良
渚
か
ら
大
字
瀬
戸

の
方
面
で
は
'
東
西
に
近
い
裂
醇
の
他
に
北
東
の
方
向

と
北
微
西
の
方
向
の
梨
醇
が
'
比
較
的
顕
著
と
寄
る
仲

向
の
あ
る
こ
と
は
海
岸
三
方
向
に
も
認
め
ら
る
人
｡

蕊

温
泉
又
は
鏡
泉
罪
の
配
列

瀬
戸
鎗
山
地
方
の
温
泉
又
は
錬
泉
非
の
配
列
に
は
'

現
殆
ん
と
北
八

〇
度
西
の
方
向
の
も
の
と
､
P=;
些

10

′._＼
度
束
乃
至
北
四
〇
度
東
の
も
の
と
t
LUI
北

-
C
成
田
の

-
の
と
､
関
北
徴
田
の
-
の
と
の
凹
列
が
あ
っ
て
､
就

中
ま
醇
な
の
は
回
で
あ
る
｡



鞘
殆
ん
と
北
八
〇
鹿
西
の
方
向
に
配
列
す
る
-
の
'

川
崎
ノ
傷
~新
畝
ー
鶴
崎
間
歓
温
泉
~来
場
ー践
ノ
葛
､

蔵
屋
ノ
湯
.
不
惑
間
軟
泉
(有
H
屋
勘
)

拘
夫
婦
岩
附
近
徽
温
泉
湧
出
研
ー
中
波
氏
井
.
扮
ノ
谷

温
泉
､屋
形
ノ
湯
､
猫
気
温
､
元
口
'

拘
八
現
清
水
升
､
四
敬
常
喜
院
薗
井
ー
鋼
f{
知
井
､
刑

不
知
海
中
務
出
所
､

何
北
三
〇
度
束
乃
至
,北
四

〇
皮
束
の
方
向
に
配
列
す
る

も
の
川
鉛
山
丘
陵
上
海
斯
醗
出
所
'

-Ei:湯
ノ
谷
水
通
し
試
碓
井
､
屋
形
紛
.
病
就
役
'涛

ノ

汲
､
黄
金
湯
.
聴
原
罪
､
常
喜
院
新
井
~
常
書
院
嘗
井

囲

鉛
山
丘
陵
上
靴
錐
非
ー
簡
屋
ノ
沿
､
不
惑
間
歓
泉
､

蝕
ノ
臨
.
岩
間
勘
､不
老
温
泉
I

g
;北

1
0
度
西
の
方
向
に
配
す
る
も
の

侶
岩
間
ノ
勘
､
銀
砂
扱
ー
自
良
琶
海
岸
温
泉
叉
は
克
斯

湧
出
所
､

拘

一
報
遊
園
非
､
三
耽
邸
非
､七
耽
紺
屋
井
p

動
九
龍
田
中
井
'
十
耽
掃
井
p

lヽノP
北
散
田
の
方
向
に
配
列
す
る
も
の

甫
純
晩
崎
粗
放

侶
サ小
党
温
泉
ー生
絹
紛
､
瑞
穂
薗
ー
浦
水
井
ー

六

銀
山
鱗
山

錬
服
も
温
泉
と
同
様
に
'
岩
姓
の
裂
辞
に
存
在
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
'
温
泉
の
調
査
に
際
し
て
は
､
其
附

近
の
錬
脈
の
分
布
を
麹
照
す
る
必
要
が
あ
る
｡
殊
に
鉛

山
温
泉
申
額
ノ
助
は
'
元
と
細
山
の
儀
坑
か
ら
温
泉
が

湧
き
出
た
も
の
で
あ

ゎ
'
盈
迄
温
泉
試
錐
の
賛
験
に
よ

れ
ば
､
鵜
泉
の
出
る
前
に
は
'
試
経
口
か
ら
硫
化
繊
や

硫
化
鉛
'
硫
化
設
鈴
の
粉
砕
せ
ら
れ
た
も
の
が
出
て
凍

る
･･J
い
ふ
軍
資
が
あ
る
か
ら
'
丙
潜
の
関
係
の
親
密
な

る
事
は
明
白
で
あ
る
｡

カ
ナ
鎗

山
髄
山
は
瀬
戸
紛
山
村
大
字
船
山
の
海
岸
に
奄
る

古

い
館
山
で
p
村
名
も
こ
の
錬
山
か
ら
附
い
た
も
の
で

あ
る
｡
鈴
山
温
泉
所
在
地
の
南
約
二
十
町
'
飾
三
紀
の

低

い
丘
陵
麓
に
事
務
所
が
あ
-
'
丘
陵
上
に
は
簡
坑
が

轟
々
散
在
し
.
古

い
錬
僻
の
錦
堆
積
し
て
屠
る
筒
底
も

あ
る
0
地
形
は
酉
南
海
に
臨
め
る
標
高
甫
米
内
外
の
低

い
丘

陵
価
で
.
地
質
は
垂
部
第
三
紀
層
の
白
色
乳
は
掛
灰
色

発
蕊
令

弟

五

観

望
1

四
五



蛾

球

砂
岩
と
禍
灰
色
頁
碧
と
で
､
砂
岩
が
多
-
'
火
山
艶
は

認
め
な
い
0
走
向
は
北
六
十
五
段
西
で
'
南
西
に
二
十

度
傾
て
屠
る
｡

錬
成
は
籍
三
紀
膚
の
裂
鮮
そ
墳
充
せ
る
純
粋
の
鯨
脈

で
､
金
融
柏
ー千
膚
毎
.
朱
雀
頭
~
乙
姉
嘩
り
四
脈
が
あ

る
O
其
中
濃
北
に
あ
る
の
は
金
融
樋
で
p

笹坑
を
追
跡

す
れ
ば
､
延
長
約

1
月
に
及
で
居
る
O
走
向
は
北
七
十

度
乃
至
七
十
八
度
束
で
､
傾
斜
は
北
へ
七
十
乃
至
八
十

度
で
p
脈
の
厚
さ
は
○
去

尺
乃
至
幸

〇
月
の
間
に
挺

化
し
ー
錬
石
は
､
iiiに
黄
蛾
錬
ー
関
東
鉛
鋸
の
交
錐
で

涯
い
虚
に
は
方
鈴
蘭
を
件
ふ
.
巽
南
に
あ
る
千
亜
錨
は

蓮
向
北
八
十
三
度
寛
で
ー
北
方
に
六
十
穫
傾
き
､
産
真

は
侍
採
掘
不
充
分
で
明
で
L-5
い
､
脈
の
厚
さ
は
､
錬
石

の
部
分
〇
六

乃
至

∵
五
尺
､
錬
石
は
糞
蛾
蝶
と
関
並

鉛
餅
と
が
殆
ん
b
u等
畳
に
交
難
し
､
品
位
は
概
し
て
金

融
錨

トふ
ゎ
も
良
好
で
あ
る
｡
干
魚
頭
の
覇
に
在
る
朱
雀

鎚
は
､
進
度
約
二
四
〇
〇
尺
､
梶
原
谷
に
於
る
鍵
先
は

谷
を
轡

孔
で
其

の
蒔

き
と
恩
は
る
1

も
の
厚
さ
約
六

サ
ー
錬
石
の
性
質
は
似
て
屠
る
ー
脈
の

走
向
は
北
八
十

三
度
東
で
､
多
少
曲
-
､
南
に
凝
十
弄
皮
傾
き
､
脈
の

滞
五
爆

発
五
紙

翠

叫

国
東

厚
さ
は
〇
二

乃
琴
山ハ
･
〇
尺
の
問
に
甚
し
-
膨
蹄
し
､

嫉
石
は
黒
色
亮
質
で
~
達
に
閃
並
鉛
鯨
か
ら
成
わ
~
輩

賊
錬
ー
黄
銅
鯨
を
雑

へ
､
叉
少
量
の
方
飴
鯨
を
も
混
じ

て
居
る
｡
叉
塵
に
よ
ゎ
斑
銅
鯨
に
富
め
る
部
分
も
あ
っ

て
.
銅
分

百
分
中
二
三
に
逢
せ
る
立
派
な
刺
繍
を
出
し

た
事
も
あ
ゎ
涯
虜
に
は
多
少
孔
雀
石
も
出
来
て
屠
る
｡

要
す
る
に
此
鎚
は
地
下
水
巡
流
の
驚
轡
智
受
て
屠
る
事

が
最
も
若
い
､
長
南
の
乙
姫
樋
は
ー
樋
追
坑
道
の
延
長

二
四
〇
〇
尺
.
北
七
〇
度
束
に
走

-
~
北
田
に
四
五
度

傾
き
､
脈
の
厚
さ
〇
二
乃
至
九
･C
尺
の
間
に
嘩
化
し

甚
だ
不
規
則
で
あ
る
｡
鱗
石
は
関
曲
額
鋸
､
帯
域
鰹
､

斑
銅
紺
ー
寮
銅
鉱
'
方
紛
鱗
の
交
雑
で
~
窪
虞
に
は
ー

方
釣
鐘
や
斑
銅
餅
が
制
令
に
多
い
が
､
洗
部
に
降
る
に

従
っ
て
黄
銅
餅
の
増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
｡

要
す
る
に
鎗
山
餅
山
の
根
脈
の
走
向
は
北
七
〇
度
乃

糞
八
三
度
米
で
~
何
れ
も
東
西
に
近
い
､
前
記
温
泉
の

配
列
と
査
然
平
行
で
は
無

い
が
ー
其
方
向
は
近
似
し
て

居
る
｡

セ

温

泉

肱



南
紀
地
方
に
於
て
､
楽
々
北
よ
ら
関
々
筒
に
兼
る
地

質
構
造
線
と
.
殆
ん
ど
走
に
混
角

な
る
班
製
綿
の
あ
る

こ
と
は
ー
山
河
の
.地
勢
上
か
ら
も
､
叉
中
生
樽
及
び
其

以
後
の
地
層
の
配
役
や
ー
石
英
斑
岩
､
石
英
組
閣
岩
t

等
火
山
岩
崎
出
分
布
の
状
況
か
ら
も
明
確
な
る
革
で
.

温
泉
､
錬
泉
~
騨
脈
S
l分
布
が
亦
聾
-
之
を
衷
示
し
て

ゐ
る
｡
即
ち
瀬
戸
轍

山
温
泉
地
か
ら
鮎
川
鯨
泉
地
,智
梶

で
.
寛
傘

婁
耶
湯
ノ
峯
減
免
地
に
垂
る
鋭
､
及
び
東
富

恥
の
甫
~
椿
温
泉
地
か
ら
前
記
湯
ノ
峰
温
泉
地
に
至
る

縦
は
､
何
れ
も
関
々
南
し
寂
々
北
で
あ
る
.

瀬
戸
鉛
山
地
方
の
第
三
紀
厨
の
走
向
は
.
四
々
北
見

は
寛
北

で
t
岩
盤
の
節
理
の
産
婆
紘
る
方
向
も
亦
関
々

北
と
.
蓮
に
略
-
碇
要
せ
る
北
々
蒐
と
で
.
温
泉
~
鉱

泉
ー
叉
は
充
斯
噴
出
箇
所
の
分
布
が
亦
関
々
北
-
楽
々

南
と
.
北
寛
-
南
西
と
北
々
四
-
甫
々
東
の
三
方
向
で

其
中
西
々
北
-
発
々
南
が
達
で
あ
る
S

鎗
山
錬
山
に
於
る
髄
脈

の走
向
も
耽
々
北
-
関
々
宙

か
現
は
寛
酉
に
近
い
､
是
等
の
革
質
を
綜
令
す
れ
ば
.瀬

戸
鎗
山
地
方
に
於
る
地
酷
研
裂
線

の方
向
は
ー
四
々
北

-
覚
々
商
､
先
々
北
-
関
々
甫
~

北
東
･-
南
関
～
北
々

耐

紀

紡

崎

粗
放

酉
-

滑
々
兼
に
あ
る
を
察
知
す
る
革
が
田
釆
~
是
等
の

組
に

沿
ひ
温
混
乱
は
錬
泉
の
湧
出
し
易
い
道
理
で
ー
足

等
の
規
の
交
叉
鮎
附
近
は
ー
温
泉
の
最
も
湧
揖
し
易
い

鷹
と

考

へ
ら
之-
る
rJ
故
･に
温
泉
､
錬
泉
ー
久
は
養
斯
崎

山
の

偶
感
を
粗
相
に
地
樹
上
に
記
入
し
英
等
を
洩
薯
に

線
で
洩
ね
で
見
て
ー
其
交
叉
鮎
を
求

ひ
れ
ば
~
今
棟
温

泉
の
試
錐
に
最
も
通
常
Lj.る
地
鮎
が
符
ら
る
る
評
で
あ

る

O

･･<:
混

IrE･

徒
楽
の
飴
山
温
鬼
の
温
度
は
ー
大
部
分
整

7
で
.
四

九
度
(
散
氏
)内
外
で
あ
る
が
~賂
崎
温
泉
は
七
三
度
(翫

氏
)蟹
試
し
､
不
惑
問
軟
拍
鬼
は
六
六
･兼
皮
(櫓
氏
)､
銀

砂
ぬ
六
二
度
(同
)
~
湯
谷
挽
泉
六
〇
度
へ同
)
.晒
ノ
葛
五

三
度
(同
)で
あ
る
｡

浴
槽
に
溜
め
た
脱
兎
は
ー
冷
却
し
て
三
九
乃
頚
四
三

度
の
間
で
I
冷
却
の
制
令
に
甚
し
い

Sは
潰

の湯
で
溺

Ⅲ
量
の
少
い
の
と
､
浴
室
の
保
税
装

置
不
完

全
t･4
番
め

1
恵

は
る
ゝ
.
冷
水
S
混
入
も
亦
有
力
で
あ
ら
-
が
'

是
は
紋
欄
の
改
善
に

よ
-
或
る
程
度
ま
で
は
.
冷
却
を

斑
点
食

滞
五
鵬

賢

古

田
七



械
ず

る
事
が
出
衆
や
-
ー
最
近
に
は
潰
の
粉
の
近
傍
に

試
錐
し
て
新
泉
源
を
得
.
其
鞄
を
引
込
で
泉
温
室
尚
-

し
得
た
0

屋
形
ノ
葛
は
泉
源
温
度
低
-
(
四
三
度
)､
沿
室
の
設

備
餌
不
完
全
で
は
あ
る
が
､
制
令
に
冷
え
ぬ
の
は
ー
湧

出
最
の
豊
富
な
馬
で
あ
ら
う
｡

錬

ノ
湯
は
浴
槽
が
最
も
大
で
あ
る
の
に
締
槽
鉛
の
四

三
度
を
保
つ
の
は
.
矢
張
湧
出
最
多
-
.
新
陳
代
謝
の

膝
筏
馬
で
あ
ら
-
O
之
に
反
し
病
末
路
二
光
ノ
路
が
p

浴
槽
小
な
る
に
も
係
ら
す
糟
勘
の
温
度
の
低
い
の
は
.

湧
出
量
の
少
な
い
の
と
ー
浴
室
保
温
設
備
の
不
完
全
定

燭
で
あ
ら
-
.
明
治
弗
四
年
大
阪
衛
成
病
院
二
等
躯
剤

官
高
橋
垂

二
郎
氏
が
調
査
せ
ら
れ
花
泉
温
と
､
大
北
十

四
年

7
月
自
分
の
調
査
し
た
泉
温
と
の
比
較
は
次
の
表

の
通
で
あ
る
rJ

葬
五
啓

発
五
鋭

監
拘

演

ノ

汲

五
二
｡○

媒

′

漢

約
五
･〇

番
騒
ノ
執

四
六
･〇

四
八
四
九
･O

E
l九
｡〇

四
三
｡○

温

泉

名

城

窺

湯

元

ノ

法

変
換
(舵
汝
)

屋

形

坊

崎

′

迅
伊

明
治
岬
凶
年
高
橋
式

調
蛮
池
度
(株
式
)

四
八
･〇

四
五
｡

〇

四
八
･
〇

四
二
･
〇

五
六
〇

〇

大
成
十
凶
年
石
川

調
蛍
池
度
(構
成
)

凹
九
｡
五

凹
九
｡〇

四
五
｡○

川
三
･rJ

五
三
｡○

以
上
の
封
腰
に
よ
ゎ
､
凝
視
は
二
四
年
前

と
大
差
な

い
･と
が
判
る
｡

九

湧

出

畳

湧
出
量
は
浴
槽
の
下
底
か
ら
湧
出
す
る
の
が
多
い
か

ら
b
浴
槽
内
の
路
を
排
除
し
な
け
れ
ば
測
ら
れ
な

い
.

然
る
に
湧
き
口
が
多

い
の
で
盆
-
之
を
止
め
難
-
p
従

っ
て
湯
を
金
魚
排
除
す
る
事
が
六
ケ
敵

い
O
依
て
官
方

努
力
し
成
る
べ
-
精
確
L二
測

っ
た
が
､
茎
槽
に
湧
出
す
.

る
と
き
最
も
多
畳
で
あ
る
が
､
柑
内
の
湯
量
が
増
加
す

る
に
徒
ひ
､
水
魔
の
濁
め
､
湧
出
量
漸
減
し
.
充
溢
時

附
近
に
至
れ
ば
p
非
常
に
減
少
す
る
｡
放
ち
七
事
情
の

許
す
限
わ
㍉
客
槽
時
の
湧
出
量
と
浴
槽
充
溢
に
封
す
る

平
均
湧
出
量
と
を
各
別
に
調
査
測
定
し
た
｡
平
均

一
時

間
の
湧
出
畳
は
､
払
崎
聞
歌
温
泉
(十
人
石
許
)
を
除
き

一
石
乃
糞
六
着

の問
に
あ
る
､
最
も
湧
出
の
盛

ん

昼
の

は
ー
屋
形
湯
.

崎
ノ
湯
.
銀
砂
湯
で
､
約
五
石
乃
至
六

石
ー
之
に
次
ぐ
は
､･
錬
ノ
蕗
~
不
惑
間
歌
泉
~
不
党
温



泉

ー
糞
金

歯
t
vET
扱

ノ
谷
温
泉

で
三
石
内

外

か
ら
約
五

石

迄
の
間

に

あ
る
.
其

の
他

は

一
石
乃

至

一
石
六
斗
を

出
で
ぬ
0

明
治
三
十
四
年
.
前
記
高
橋
氏
の
調
査
と
-
大
正
十

四
年

1
月
日
分
の
調
査
と
の
結
苑
を
比
校
す
れ
ば
ー
次

衆
の
通
り
で
あ
る
｡

?.JB.
･･.<
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二
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引
蹄
虫
六
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三
三
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二
･五
〇

二
T
O
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二
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九
六

二
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九
五
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五
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八

三
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九
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六
八

二
｡九
六

駒
川
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南
紙
数
崎
池
魚

こ
の
未
に
よ
-
､
溺
耕
温風
も
亦
二
十
四
年
前

と
､
著

し

い
異
動
の
な
い
こ
と
が
判
る
O

や

結

論

二

鎗
山
温
泉
は
､
今
後

一
層
交
通
の
利
便
を
誌

-

諸
般
の
設
備
を
改
善
し
ー
遊
客
を
暢
達
快
適
な
ら
し
む

る
に
好
む
べ
き
で
あ
る
｡

二
､
温
泉
源
は
第
三
紀
層
の
上
部
の
砂
岩
薄
層
に
は

無
-
､
下
部
の
整
硬
な
る
厚
い
砂
岩
に
あ
る
様
に
恩
は

る
ゝ
〇

三

､

温
泉
源
配
列
の
方
向
は
､
岩
盤
の
梨
鐸
節
理
と

平
行
で
､
関
々
北
'
北
東
.
耽
々
四
､
東
々
北
の
四
方

向
が
あ
-
､
是
等
tの
裂
碑
の
交
叉
銅
附
近
は
最
も
ー
試

錐
に
通
す
る
個
所
で
あ
ら
-
｡

四
.
試
錐
等
の
方
法
で
.
今
後
嗣
温
泉
を
得
る
望
が

あ
る
O
但
し
乱
掘
を
睦1
-
響
め
.
現
春
温
泉
源
よ
-
成

る
べ
-
距
離
を
大
に
L
t
且
つ
必
ず
温
泉
利
害
関
係
者

協
約
を
蓬
て
稜
試
錐
､哲
施
し
､
個
人
の
勝
手
な
る
行
動

を
馬
さ
孤
軍
O

五
､
温
泉
の
改
善
敬
展
の
蕎
め
ー
温
泉
協
食
を
組
織

発
五
懸

灘
五
紙

監
弧

四
九



し
.
温
泉
耗
皆
に
関
す
る
認
枚
の
事
項
を
協
定
貸
施
す

る
軍
'.I

六
'

温
泉
や
湧
出
量
は
明
治
三
十
四
年
高
橋
氏
調
査

潜
時
と
著
し
い
異
饗
は
無

い
様
で
あ
る
rJ

七
ー
沿
糟
内
の
湯
の
冷
却
は
ー
冷
水
の
泥
入
営
防
止

す
る
事
'
洛
累
浴
槽
等
の
設
備
の
改
善
に
ま
わ
'
或
る

第
五
懸

革
五
醍

豊

六

荒

0

程
度
迄
之
を
軽
減
す
る
事
が
旧
来
よ
鳥

人
ー
叔
源
貯
水
槽
に
滑
っ
た
祝
を
電
力
で
他

へ
引
で

も
~
湧
Ⅲ
最
に
影
響
は
無
か
ら
-
が
､
貯
水
槽
内
の
敵

最
大
に
城
じ
九
枚
ー
飼
電
力
で
引
湯
を
党
-
緋
揖
す
れ

ば
､
毅
を
吸
引
し
.
湧
封
を
白
然
以
上
に
促
進
す
る
事

と
a･言

か
ら
泉
源
保
護
上
商
垂
の
造
で
は
な
い
｡

地
球

の
催
寧

成

分

に
就
い

て

ウ
イ

ヘ
ル
ト
及
び
英
共
同
研
究
者
は
地
濃
淡
の
速
度

が
地
下

千
五
百
粁
及
び
三
千
肝
の
二
箇
所
に
於
で
不
過

蕗
性
の
塵
化
を
な
す
革
恕
発
見
し
た
IJ
地
殻
の
形
及
び

不
達
帝
性
を
衷
は
す
二
箇
所
の
位
梶
よ
-
判
耕
し
て
地

殻
の
敢
上
層
の
密
接
里

こ
と
偶
定
す
れ
ば
､
中
層
は
瓦

｡
瓦
､
中
心
部
は
九
の
.密
度
と
成
る
｡

ゴ
ー
ル
ド
シ
子
T,
ツ
ト
(V
_
h
q
.
G
otctsc
h

m

i
d

t
)

は

慣
石

壁
及
び
冶
金
挙

上

の
露
髄

よ
-

=
の
特

典

を

次

の

タ

ン

マ

ン

描
-
説
明
し
た
｡
即
ち
認
金
属
の
.硫
化
物
は

1]
ツ
ケ
ル

戟
核
の
上

層
に
あ
ゎ
.
次
い
で
珪
醍
糟
厨
乗
る
｡
及
同

氏
は
地
球
の
内

部
は
液
状
を
な
せ
る
金
属
､
硫
化
金
属

及
び
珪
酸
金
属
よ
-
な
る
三
軸
系
:1･i
-
と
し
た
O

著
者
は
斯
る
弗
素
に
射
し
て
平
衡

諭
の
膝
用
を
試
み

攻
の
如
-
そ
の
本
質
に
於
で
同
結
果
に
到
達
し
た
O
即

ち
地
球
内
部
に
於
て
こ
の
三
液
相
が
平
衡
状
闇
に
在
る

な
ら
ば
ー
同
質
な
･Ln
と
想
定
せ
ら
る
ム
珪
酸
暁
犀
の
組


